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平成 30年（2018 年）4月 25日（7）第 286 号 足 立 区 議 会 だ よ り

足
立
区
議
会

自
由
民
主
党
討 論 者

委　員
せ ぬ ま　 剛

平
成
30
年
２
月
の
月
例
経
済
報
告
に
よ
れ
ば
、

「
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
し
て
い

る
が
、
直
近
の
区
内
の
中
小
企
業
の
景
気
動
向
で

は
、
製
造
業
・
小
売
業
・
建
設
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

の
全
業
種
に
お
い
て
、
前
期
と
比
較
し
て
業
績
が

低
下
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

本
予
算
案
は
、
様
々
な
施
策
の
成
果
が
徐
々
に

表
れ
始
め
て
き
た
中
に
お
い
て
、
「
協
創
力
×
エ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン　

つ
か
む
、
成
長
の
実
感
。
」
に

よ
り
、
さ
ら
に
確
実
で
、
か
つ
成
長
が
実
感
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
予
算
で
あ
る
。

事
業
の
中
身
を
見
る
と
、
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
待
機
児
童
の
解
消
、
確
か
な
学
力
の

定
着
、
不
登
校
対
策
や
育
英
資
金
等
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
へ
の
取
り
組
み
、
刑
法
犯
認
知
件
数
の

都
内
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
脱
却
に
向
け
た
ビ
ュ
ー
テ

ィ
フ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
運
動
の
強
化
、
大
学
病

院
の
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み
、
子
ど
も
の
未
来

の
た
め
の
教
育
の
取
り
組
み
、
防
災
対
策
の
強
化

と
道
路
・
交
通
網
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
、

協
働
・
協
創
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
活
性
化
や
専

門
定
型
業
務
の
外
部
化
推
進
の
取
り
組
み
等
々
、

目
配
り
の
き
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
大
学
病
院
の
誘
致
は
、
区
民
長
年
の
悲
願

で
あ
り
、
安
心
で
き
る
地
域
医
療
の
充
実
を
目
指

し
、
議
会
と
執
行
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
共
産
党
か
ら
提
出
さ
れ
た
修
正
案
は
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
外
部
化
反
対
、
保
育
園
の
民
営

化
反
対
、
は
ば
た
き
塾
の
廃
止
等
々
、
我
が
党
と

は
根
本
的
に
意
見
の
相
違
が
あ
り
、
全
く
賛
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
後
に
、
予
算
特
別
委
員
会
で
我
が
党
委
員
が

指
摘
し
た
「
待
機
児
童
対
策
に
お
け
る
箱
物
か
ら

家
庭
保
育
へ
の
転
換
と
幼
稚
園
の
活
用
」
は
重
要

な
指
摘
で
あ
り
、
そ
の
他
の
提
案
及
び
要
望
に
つ

い
て
も
、
本
予
算
の
執
行
と
今
後
の
区
政
運
営
に

確
実
に
反
映
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

日
本
共
産
党

足
立
区
議
団
討 論 者

委　員
山中 ちえ子

30
年
度
予
算
案
は
一
般
会
計
で
２
千
768
億
円
と

過
去
最
大
、
積
立
基
金
も
１
千
518
億
円
と
過
去
最

高
と
な
り
、
区
民
の
く
ら
し
を
支
え
る
お
金
は
十

分
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
積
立
金
の
急

増
は
23
区
最
低
ク
ラ
ス
の
行
政
水
準
を
押
し
付
け

ら
れ
て
い
る
区
民
の
犠
牲
の
上
に
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
あ
り
方
は
す
ぐ
に
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

区
民
の
く
ら
し
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
数
字
ば

か
り
見
て
実
態
を
見
な
い
区
政
の
表
わ
れ
で
あ
る
。

第
一
に
、
く
ら
し
と
命
を
守
る
姿
勢
で
は
、
23

区
中
22
区
で
行
っ
て
い
る
被
爆
者
見
舞
金
は
行
わ

ず
、
が
ん
検
診
で
は
23
区
で
唯
一
３
割
負
担
を
導

入
、
江
東
５
区
で
補
聴
器
購
入
補
助
を
行
っ
て
い

な
い
の
は
足
立
区
だ
け
で
あ
る
。

第
二
に
、
子
ど
も
の
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査
や
給

食
食
材
検
査
も
要
望
に
応
え
ず
、
公
立
保
育
園
の

民
営
化
は
待
機
児
童
解
消
と
は
逆
行
す
る
も
の
だ
。

第
三
に
、
環
境
・
温
暖
化
対
策
は
と
て
も
「
日

本
で
一
番
地
球
に
や
さ
し
い
ひ
と
の
ま
ち
」
を
目

指
す
姿
勢
と
言
え
ず
、
産
業
経
済
も
本
気
で
地
域

経
済
循
環
を
果
た
そ
う
と
い
う
意
欲
が
見
え
な
い
。

第
四
に
、
税
金
の
使
い
方
の
姿
勢
で
は
、
東
京

芸
術
セ
ン
タ
ー
内
の
天
空
劇
場
や
会
議
室
は
、
誰

も
使
わ
な
く
て
も
年
間
１
億
円
余
の
税
金
投
入
を

継
続
し
て
お
り
、
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。
外
部
委

託
は
、
リ
ス
ク
を
直
視
し
、
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
基
準
月
額
６
千
580
円

と
な
り
、
23
区
で
１
番
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
17
年
連
続
値
上
げ

で
平
均
12
万
１
千
988
円
に
な
り
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
は
、
一
人
当
た
り
1.7
％
、
１
千
635
円

の
値
上
げ
で
あ
り
、
区
民
生
活
を
直
撃
す
る
も
の

で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

区
民
の
く
ら
し
の
実
態
を
直
視
し
、
国
が
地
方

自
治
体
か
ら
財
源
を
奪
う
口
実
を
与
え
る
よ
う
な

積
立
金
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
そ
の
一
部
を
活
用

し
、
せ
め
て
23
区
並
み
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
区
民

生
活
を
応
援
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
を
求
め
る
。

足
立
区
議
会

公

明

党
討 論 者

委　員
小泉 ひろし

平
成
30
年
度
予
算
案
は
、
「
協
創
力
×
エ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン　

つ
か
む
、
成
長
の
実
感
。
」
と
銘
打

ち
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
、
財
源
配
分

し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。

人
口
構
造
の
変
化
や
税
制
改
正
な
ど
に
よ
り
将

来
の
歳
入
規
模
縮
小
が
想
定
さ
れ
、
将
来
を
意
識

し
た
計
画
的
な
予
算
編
成
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
歳
入
増
加
や
既
存
事
業
の
精
査
、
歳
出
削
減

に
努
め
て
い
く
予
算
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

予
算
は
一
般
会
計
予
算
総
額
で
、
約
２
千
769
億

円
と
な
り
、
４
年
連
続
で
過
去
最
大
を
更
新
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
増
額
の
要
因
の
中
に
は
、
大
学

病
院
用
地
購
入
の
た
め
の
整
備
事
業
費
が
含
ま
れ

て
お
り
、
実
質
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
規
模
を

下
回
っ
て
い
る
。

な
お
、
共
産
党
提
出
の
修
正
案
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
中
・
長
期
的
な
区
政
運
営
を
考
え
た
案
と

は
言
え
ず
、
到
底
賛
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

最
後
に
、
本
委
員
会
に
お
い
て
我
が
党
委
員
が

取
り
上
げ
た
、
区
内
初
の
大
学
病
院
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
と
周
辺
地
区
を
つ
な
ぐ
エ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
推
進
、
密
集
市
街
地
整
備
な
ど
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
、
女
性
の
視
点
に
よ
る
防
災
に
つ

い
て
周
知
と
啓
発
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、

竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架
化
事
業
の
促
進
、
待
機

児
童
対
策
、
教
員
の
働
き
方
改
革
、
経
済
的
に
厳

し
い
家
庭
に
お
け
る
就
学
や
進
学
な
ど
の
支
援
、

発
達
支
援
児
や
不
登
校
な
ど
子
ど
も
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
策
の
充
実
、
子
ど
も
食
堂
の
さ
ら
な
る

充
実
、
循
環
型
社
会
を
目
指
し
た
温
暖
化
対
策
や

食
品
ロ
ス
削
減
な
ど
の
推
進
、
地
域
経
済
活
性
化

に
向
け
た
起
業
・
創
業
支
援
と
事
業
者
の
経
営

力
・
商
品
開
発
力
強
化
・
商
店
街
支
援
策
な
ど
の

推
進
と
と
も
に
指
摘
や
提
案
、
要
望
事
項
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
予
算
の
執
行
や
区
政
運
営
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

ま
た
、
議
会
と
の
良
好
な
信
頼
関
係
も
重
ね
て

推
進
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

足
立
区
議
会

民
主
の
会
討 論 者

委　員
鈴木 あきら

平
成
30
年
度
の
予
算
は
「
協
創
力
×
エ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン　

つ
か
む
、
成
長
の
実
感
。
」
と
名
付
け
、

こ
れ
ま
で
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
的
課
題
解
決
へ
の

様
々
な
施
策
の
成
果
が
徐
々
に
表
れ
始
め
て
き
た

中
で
、
「
治
安
・
学
力
・
健
康
・
貧
困
の
連
鎖
」

の
核
心
部
分
へ
の
さ
ら
な
る
切
り
込
み
は
足
立
区

の
め
ざ
す
方
向
性
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

今
予
算
特
別
委
員
会
で
は
具
体
的
施
策
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
拡
充
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
、
基
礎
学
力
の
定
着
の
確
立
、
不
登
校
対
策

の
登
校
サ
ポ
ー
タ
ー
拡
充
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
の

増
設
、
保
育
士
等
住
居
借
上
げ
支
援
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
、
健
康
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
効
果
的

な
健
康
施
策
の
展
開
、
空
き
家
利
活
用
な
ど
の
事

業
を
評
価
し
、
期
待
す
る
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
を
都
内
で
初
め
て
導
入

す
る
こ
と
は
特
に
高
く
評
価
す
る
。

一
方
、
特
別
区
民
税
の
収
納
率
向
上
へ
の
取
り

組
み
の
甘
さ
や
教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
遅
れ
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
り
組
み
の
遅
れ

の
他
、
協
創
の
確
立
と
具
体
的
事
例
の
取
り
組
み

紹
介
、
子
ど
も
食
堂
の
マ
ッ
プ
作
成
、
小
学
校
特

別
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
例
外
な
く
行
う
こ
と
、

教
員
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
、
給
食
費
の
公
会
計

化
、
不
登
校
児
対
策
と
し
て
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と

の
連
携
、
学
校
外
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
学

校
外
部
活
動
と
し
て
認
め
る
制
度
の
確
立
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
未
記
載
者
へ
の
対
応
、
児
童
・

生
徒
の
褒
賞
制
度
の
拡
充
、
足
立
の
花
火
・
光
の

祭
典
の
よ
り
良
い
運
営
、
都
立
中
川
公
園
の
住
民

意
見
を
生
か
し
た
設
計
図
づ
く
り
へ
の
対
応
に
積

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。

そ
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
貧
困
率
を
減
少
さ

せ
、
子
ど
も
の
た
め
に
な
る
養
育
費
話
し
合
い
の

誘
導
策
の
提
案
、
終
末
期
医
療
の
あ
り
方
と
し
て

事
前
指
示
書
の
詳
細
化
と
啓
発
等
長
期
的
な
施
策

づ
く
り
と
医
療
・
介
護
費
の
抑
制
や
保
険
料
上
昇

な
ど
に
つ
い
て
、
研
究
・
検
討
い
た
だ
き
た
い
。


